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日本産固有菌類目録の作成に向けて
生物多様性データベースを利用した日本固有のきのこリスト作成の試み
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The names of mushrooms were taken from ℃olored illustrations of Mushrooms of Japan, Vol. 1 and 2”Imazeki and 
Hongo 1987, 1989), and categorized as follows: 1）“endemic”（182 taxa); 2) known to be distributed in overseas countries 

815); and 3) distribution range unknown 2931）.百1eoverseas distribution of mushrooms in the first category was fur出er
assessed using data from the Global Biodiversity Information Facility.τ'he results revealed that 109 taxa were dis仕ibuted
overseas and not classed as endemic; however, the endemicity of 71 taxa was unclear.百1erefore,these should be regarded 
as possible endemic mushrooms. 。apaneseJournal of Mycology 57: 77 -84, 2016) 
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緒言

生物多様性の重要性が注目をあびるようになってから

久しい．生物多様性を考える上でもっとも基盤となるの

は，与えられた地域における出現生物名を枚挙したイン

ベントリーである．日本では，全生物の種数調査が行わ

れ（http://www.ujssb.org/biospnum/search.php,2016 

年2月確認， 日本分類学会連合），菌類においては日本

産菌類の全種リストが出版されており（勝本2010），そ

の後の継続調査（h仕p://www.mycology-jp.orgFmsj7 I 

羽正一information_]/List-] a pan.html, 2016年2月確認，

日本菌学会）もなされている．また，保全生物学的な興

味とニーズを背景に，各種の生物リストがまとめられ，

絶滅危倶種，外来種あるいは移入種（特に侵略的外来種）

については，環境省が主導してリストが構築・維持され

ている．菌類の絶滅危慎種については， 日本菌学会の会

員が選定・評価委員として評価に加わっている（h仕p://

www.biodic.go.jp/rdb/rdb_f.h加1,2016年2月確認）．また，
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外来種について（https://www.nies.go.jp/biodiversity I 

invasive/resources/listja toc.h凶 1,2016年2月確認）は，

菌類では，カエルツボカビBatrachochytriumdendrobati-

dis Longcore, Pessier & D.K Nicholsが含まれているだ

けである．しかし菌類は長距離の散布が可能な生物で

あり，多くの場合その生態もよく知られないことから侵

略的移入種についても興味が持たれている（Desprez-

I」）Ustauet al 2007) .事実，カエルツボカビの日本起源

説（Goka et al. 2009），両生類のツボカピB.salamand-

rivorans A Martel, M. Blooi, F. Bossuyt & Pasmansのア

ジア（日本）起源説（Martelet al. 2013, 2014）や， ヨー

ロッパで深刻な病害となりつつある Ashdieback病原菌

功1menoscyphus斤・axineus(T. Kowalski) Baral, Queloz & 

Hosoya ( = H. paseudoalbidus Queloz, Grtinig, Berndt, T. 
Kowalski, T.N. Sieber & Holdenr.）のアジア起源説（刀1ao

et al. 2012; Gross et al. 2014）や，保全生物学的な議論

(Dahlberg et al. 2010; Pautasso et al. 2013）などから考

えると，菌類の侵略的外来種が問題になることは想像に
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難くない．

絶滅危慎種，移入種と並んで重要と考えられるもの

に，固有種がある．固有種は，「与えられた地域（多く

は国）にのみ分布する種」であり，固有の遺伝的集団で

あることや，その地域における絶滅が直接種の絶滅に結

びつくことなどから，保全生物学上の重要な生態群であ

る．ホットスポットを定義するための重要要件でもある

(Myers et al. 2000）.日本の固有種については，すでに

植物（維管束植物・蘇苔類）ではリストが作成されてい

る（加藤・海老原20ll）.生物多様性情報について，様々

な方面での関心の高まりにつれて，今後菌類においても

固有種のリストが要求されることは想像に難くないが，

菌類の固有性についての情報は散逸しており，現在のと

ころリストは存在しない また，新種の発表時点など近

隣地域の分布情報が少ない時点では，見かけ上固有種と

されやすいが，研究が進み，情報が集まると近隣国から

も発見されるものも少なくない． したがって，固有性の

議論は，ある種が記載されてからある程度の時間が経ち，

標本や観察情報などの生物多様性情報が蓄積されている

種に対して再検証がなされることが望ましい．

再検証により他地域に分布が確認された種については

固有性に疑義が生じたこととなり，残ったものを現時点

での固有種として将来にさらなる検証を行うことによ

り，確度の高いリストとして維持することが可能にな

る．近年，世界各地での菌類の分布については地球規

模生物多様性情報機構（GlobalBiodiversity Information 

Facility，以下GBIF; http://www.gbif.org/, http:// 

www.gb江必／v2／，いずれも 2016年2月確認）に分布情報

が集約されつつあり，これを有効活用することができる．

そこで，本稿では今後必要となるであろう菌類の日本固

有種リスト作成に向けて， GBIFにある情報を利用して

評価する方法を試行し暫定的な日本固有菌類リストを

作成した

材料および方法

評価対象

発表時点からある程度時間が経過している種を対象と

するため，今関・本郷（1989）を基準とし 1989年よ

り前に日本の領土（ただしかつて併合されていた地域

は除かれる）に分布する分類群（種あるいは種内分類群）

で， 1989年より前に発表された種を対象とした上記

に加え，「固有性」がすでに言及されている種に限定し

て調査した

現時点で日本における菌類の情報は，今関・本郷

(1987, 1989) （以下，保育社図鑑）および勝本（2010)
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に述べられている．前者では多くの種についてその分布

が言及されており，中には日本固有種であると記されて

いるものも多い．また，後者においても日本固有性が言

及されているものがある．なお，以下の本文では変種・

亜種など種内分類群も含めて「種」とよぶ．

まず，保育社図鑑に収載されているそれぞれの種の

固有性についての記述を精査した固有性が明記されて

いるものを「固有」，外国での分布が明記されているも

のを「非固有」，いずれとも記されていないものを「無

記入」と記録し，「固有jとされた種を以下に示す検証

の対象とした（表Sl).

検索に使用した学名

近年の分子系統学的研究の成果を反映して，菌類の

分類は変化が著しい．また，学名の語尾や著者名などの

点で保育社図鑑の学名が，必ずしも国際的に受け入れら

れている学名と一致しているとは限らない．そこで，保

育社図鑑より抽出した学名について，菌類学名について

の現時点での事実上の国際標準である IndexFungorum 

(http:/ /www.inde油mgorum.org/,2016年2月確認）お

よびSpeciesFungorum (http:/ /www.speciesfungorum. 

org/,2016年2月確認）を使用し，与えられた学名の有無，

学名・著者名の一致，現在名（currentname）の有無，

異名などをチェックしたこの結果に基づき，保育社図

鑑の学名に加え， IndexFungorum, Species Fungorum 

で得られた現在名および異名を検索に使用した（表

Sl). 

GBIFデータベースでの検索

前項の方法で得られた学名について， GBIFのオンラ

インデータベース（http://www.gb江org/,2016年2月

確認）を使用し検索しその分布地を確認した GBIF

データベースは，与えられた学名に対して，標本情報・

観察情報・文献情報などを返す．この際，各データは

「Iρcation（分布地）」の国名，「Basisof records （記録

の由来）」というフィールド（項目）を伴っている．こ

れは，各レコードの根拠を示すものであり， GBIFに

よってデータの信恵性について問題が指摘されているも

のもある．本調査では，この「Basisof recordsJにおけ

る証拠のタイプを4つに分類し， GBIFによって指摘さ

れている問題点も考慮して，さらに一部を細分して評価

した（表1.Sl). 

固有性に対する疑義

GBIFデータベースでの検索により，保育社図鑑の学

名，またはその現在名あるいは異名のいずれかで海外産
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出のレコードが認められた場合， Basisof recordsの証

拠のタイプにかかわらず，固有性に疑義が呈されるもの

と判断した．

データベースフィールド

評価されたデータを集積し，データベースを作成し

た．データベースの主要なフィールドは一般的な生物

多様性情報のデータベース構造（DarwinCore: http:/ I 

www.gbif.jp/ gbif_search/ darwincore.html, 2015年3月確

認， GBIF2010）に準じ，管理用のID，保育社図鑑に収

載されている学名， IndexFungorumに基づく現在名，

GBIFデータベースに使用した検索名（現在名，異名な

ど），和名（保育杜図鑑からの引用），保育社図鑑の掲載

ページ，勝本（2010）の掲載ページ，分布に関する情報

（保育杜図鑑からの引用）， GBIFデータベースに基づく

証拠（Basisof records），産地国名， レコード数，これ

に加え，非固有性の評価と地域情報の有無（海外産出の

場合のみ）とした（表S2).

結 果

評価対象の限定

保育社図鑑に掲載されている 3,928種において，日本

固有性が明記されていたもの（固有）は 182種，非固有

性が明記されていたもの（非固有）は815種，いずれと

も言及されていないもの（無記入）は2,931種であった．

このうち日本固有が言及されていたものの中には，未同

定のCalostomasp.がl種含まれていたため（今関・本

郷 1989:199），これを除外した181種（以下「作業リスト」

とよび，ここに収載された学名を「作業リスト学名」と

よぶ）を評価対象とした（表Sl).

Index Fungorumによる学名の検証

作業リストの 181種の学名には， IndexFungorum 

にデータがないもの（コンイロイッポンシメジ

Rhodophyllus cyanoniger (Hongo) Hongoとムニンチヂミ

タケLeptoglossumboninensぬ（S.Ito & Imai）の2種）が

あったこれらは，作業リストの学名をそのまま使用

して検索しさらに保育社図鑑に記載された異名（そ

れぞれEntolomasubnitidum Imai f. cyanonigrum Hongo, 

Dictyolus boninensis S. Ito & Imai)でも検索した．

以下の 6種の学名は， IndexFungorumに従い修

正した：ヌメリアイタケAlbatrellusyasudai (Lloyd) 

PouzarをAlbatrellusyαsud，αe (Lloyd) Pouzar，シロテ

ングタケAmanitaneoovoz・＇deaHongoをAmanitaneo-

ovoidea Hongo，ヒメシロウラベニタケRhodophyllus

chamaeのParisHongoをRhodophylluschamaecyparidis 

Hongo，シロイボカサタケRhodophyllusmuraii (Berk. 

& Curr.) Sing. f. albus (Hiroe) Hongoを Rhodophyllus

murrayi f. albus (Hiroe) Hongo，ナガミノクロサラタケ

Holwaya mucida (Schulzer) Korf ssp. n争1ponicaKorf et 

AbawiをHolwayamucida subsp. n争1ponicaKorf & Abawi, 

および，クロペニヒダタケPluteusatrofuscus Hongoを

Pluteus atrofuscens Hongoとしたこれらは，作業リス

ト学名および修正後の学名でそれぞれ検索した．

以下の3種の学名はIndexFungorumでは非合法名と

されていた：ナガエノウラベニイグチBoletusquercinus 

Hongo，チャキツネノカラカサLepiotacinnamomea 

Hongo，およびヒビワレニガイグチ Tylopilusαreolatus

Hongo. これらは作業リスト学名で検索した．

表1. GBIFデータベースによる根拠のランクとその評価

ランク Basis of records 評価

AO Living Specimen 問題なし
Al Specimen 問題なし

A2 
Specimen 

証拠として不十分
(GBIFによりデータに問題＊が指摘）

Bl Unknown evidence 問題なし

B2 
Unknown evidence 

証拠として不十分
(GBIFにより問題が指摘＊）

Cl 
Unknown evidence 

証拠として不十分
(Data setが却下され存在しない）

Dl Human Observation 問題なし

D2 
Human Observation 

証拠として不十分
(GBIFにより問題が指摘＊）

* Zero coordinate, Geodetic datum assumed WGS84, Country coordinate mismatch, 
Taxon match fuzzyなど

-79ー



細矢・埋橋・保坂・工藤

また，保育社図鑑では，ヒカゲシピレタケPsilocybe

argentかesK. Yokoy.とアイゾメシパフタケPsilocybe

subcaerulかesHongoは別々に記載されていたが， Index

Fungorum, Species Fungorumの見解では，前者は後者

の異名とされており，この場合，両学名および他の異名

で検索した

著者名を修正したものは55種（表Sl）認められた

が，検索は学名のみで行い著者名は利用しないため，

これらは作業リストの学名およびその現在名と異名で

検索した上記以外は保育社図鑑と同じ学名がIndex

Fungorumに収載されていることを確認しこれら作業

リスト学名およびその現在名と異名で検索した（表S2).

GBIFデータベースによる検索結果の評価と日本固有性

の判定

表Slに示す学名の GBIFデータベースによる検索結

果を要約し表S2に示した 産出国で海外からの報告

が認められた場合，その根拠となる「Iρcality（地域）」

の有無も重ねて調査したなお，本調査では， Locality

の記載がない場合についても，その信恵性はいくぶん

低くなるものの，海外からの産出が認められたものと

して評価し日本固有性に対する疑義が呈されるもの

と判断した．その結果， 181種のうち， 109種について

は海外からの産出が認められ， 日本固有性に疑義が呈

された．一方，海外からの記録がない33種，あるいは

産出国が不明であった8種， GBIFデータの検索でヒ

ットしなかった25種，およびGBIFにデータがなかっ

た6種からなる 72種（後述の異名 l種を含む）につ

いては，非固有性が否定できなかったため，これらは

固有種としてリストされるべきと考えた（表2,S2). 

なお，非合法名とされた2種，チャキツネノカラカサ

Lepiot，αcinnamomea Hongoおよびナガエノウラベニ

イグチBoletusquercinus Hongoは，検索の結果いずれ

もGBIFに情報はなかったが，それぞれ異なる著者名

(Lepiota cinnamomeαClelandおよびBoletusquercinus 

(Pilat) Hlavacek）で，海外からの産出が認められた

前者については，勝本（2010）により両種が異なること

が明記されている．後者については，リスト名との異

同について情報はないが，いずれにしても，本調査で

は，両種の非固有性は否定できなかったため，これら

は固有種として選定することとしたまた， ドウシンタ

ケAman＃αesculentaHongo & Matsuda は，同著者名で

はGBIFに情報はなく固有性に疑義を呈することができ

なかったが， Amanitaesculenta Hongoで海外からの産

出が認められた．しかし Amanitaesculenta Hongoは

Index Fungorumに記載がなく典拠文献が不明なため実

-so-

表2. GBIFデータベースをもとにした作業リスト（Sl)

の評価結果

評価 数

固有種に疑義が呈された

国外のIρcalityが明確

国外のLocalityが空欄（不明）

固有種の可能性がある

（非固有性の証拠がない）

外国からのRecordがない

外国からのRecordが不明

検証不可

GBIFでの検索でヒットしない

GBIFでの検索不可（情報なし）

合計 181 

109 

(48) 

(61) 

41 

(33) 

(8) 

31 

(25) 

(6) 

態不明と判断した．そのためAmanitaesculenta Hongo 

& MatsudaとAmanitaesculenta Hongoの異同は不明と

して，本調査では， Amanitaesculenta Hongo & Matsuda 

の固有性への疑義を呈することができなかったものと

して，固有種としてリストすることにした．また，ヒ

カゲシピレタケPsilocybeargentかesK. Yokoyama (ID番

号： 166）は現在Psilocybesubcaerulipes Hongo (ID番

号： 168）の異名とされているため， IndexFungorum, 

Species Fungorumの見解を採用し固有種リストから

除外した．以上の結果，最終的に71種がGBIFの知見

を元にした暫定的な固有種としてリストされた（表3).

考察

本調査のアプローチは，固有種が主張されている種に

対して，海外における産出を示すことで検証し，固有性

に対して疑義が呈されなかったものを固有種と認めると

いうものである．このような調査においては，あらかじ

め固有性が主張されていること，海外での調査結果があ

ること，の2点が必須事項となる 前者のためには，囲

内の菌類相研究の進展，生態の理解とともに，海外での

調査経験を含む，固有性を主張するに足りる一定以上の

分布データの蓄積が必要である．一方，後者については，

海外調査の機会増や，海外研究者との交流によるデータ

の集積が必要である．また 標本の交換などを通じた知

見の共有も重要である．いずれの場合でも，データの集

積は作業能率を向上させる上で極めて重要であり（大津・

神保2013),GBIFのようなデータ集積メカニズムは極

めて有力なツールといえる．

保育社図鑑には，固有種とされていないながらも，
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表3 本調査の結果による日本の固有種きのこリスト

No ID* 現在名 和名 分布（保育社図鑑）

1 4 Lepiota cinnamomea Hongo チャキツネノカラカサタケ 日本（京都・滋賀）

2 6 Lepiota subcitrophyUαHongo キヒダカラカサタケ 日本（京都・滋賀）

3 9 Albatrellus yasudae (Lloyd) Pouzar ナスビタケ 日本

ヌメリアイタケ

ヌメリアキタケ

4 10 Amαnit，ααlboβαvescens Hongo キウロコテングタケ 日本（京都・滋賀・熊本）

5 13 Amanita eijii Zhu L. Yang ササクレシロオニタケ 日本（長野・新潟・大阪・鳥取）

6 14 Amanita esculenta Hongo & I. Matsuda ドウシンタケ 日本（本州、｜へ，九州）

7 17 Amanita hongoi Bas シロオニタケモドキ 日本（滋賀・京都・兵庫・大分）

8 21 Amanita neo・ovoideaHongo シロテングタケ 日本（本州以南）

9 22 Amanita ρseudogemmata Hongo イボコガネテングタケ 日本（京都・滋賀）

10 29 Panaeolina sagarae Hongo コブ？ミノシノfフタケ 日本（京都）

11 34 Boletus quercinus Hongo ナガエノウラベニイグチ 日本（本州・九州）

12 36 Buchwaldoboletus pseudolignicola (Neda) ザイモクイグチ 日本（茨城）

Both & B. Ortiz 

13 38 Tylopilus areolαtusHongo ヒビワレニガイグチ 日本（滋賀）

14 44 Corti仰 riusauranti，抑lvusHongo コガネフウセンタケモドキ 日本（滋賀）

15 46 Cortinarius cinnamomeoides Hongo オオササタケ 日本（滋賀）

16 47 Cortinarius galeroides Hongo トガリニセフウセンタケ 日本（滋賀）

17 48 Cortinarius neoarmillatus Hongo コツノfフウセンタケ 日本（兵庫・滋賀）

18 50 Corti叩 γ'iusshigaensis Hongo アサクラフウセンタケ 日本（新潟・滋賀・京都・兵庫）

19 51 Cortinarius subalboviolaceus Hongo ウスムラサキフウセンタケ 日本（滋賀・広島）

20 52 Cortinarius subarmiUαtus Hongo ツノfフウセンタケモドキ 日本（京都・兵庫・鳥取）

21 53 Cortinarius subdelibutus Hongo マルミノアブラシメジ 日本（滋賀・兵庫）

22 55 Cortinarius watamukiensis Hongo ワタムキツノfフウセンタケ 日本（滋賀）

23 58 Hebeloma vinosophyllum Hongo アカヒダワカフサタケ 日本

24 60 Echinodontium tsugicola (Henn. & Shirai) マンネンハリタケ 日本（日光・赤城・秩父・信州：

Imazeki 八ヶ岳など）

25 61 Clitopilus lignyotus Hongo クロウラベニタケ 日本（滋賀）

26 64 Entoloma chamaecyparidis (Hongo) Hongo ヒメシロウラベニタケ 日本（滋賀・鳥取）

27 65 E冗tolomaのαnonigrum(Hongo) Hongo コンイロイッポンシメジ 日本

28 66 Entoloma glutiniceps (Hongo) Noordel. & アイイツポンシメジ 日本（小笠原諸島父島）

Co-David 

29 68 Entoloma kansaiense (Hongo) Noordel. & キヒダイツポンシメジ 日本（滋賀・京都）

Co-David 

30 71 Entoloma mycenoides (Hongo) Hongo エイザンモミウラモドキ 日本（滋賀・京都）

31 77 Ganoderma tsunodae Yasuda エピイロタケ 日本

エピタケ

32 80 Gloeocantharellus pallidus (Yasuda) Giachini シロアンズタケ 日本（北海道・本州・四国）

33 81 CantharellusρuゆuraceusIwade オオムラサキアンズタケ 日本

34 86 Laccariaηigr1αHongo クロキツネタケ 日本（滋賀）

35 90 H.アigrocybeimazekii Hongo コベニヤマタケ 日本（本州・九州）

36 91 Hygrocybe olivaceoviridis (Hongo) Hongo トガリワカクサタケ 日本（滋賀・香川）

カワリワカクサタケ

37 92 時>grocybeoおuensis(Hongo) Hongo フタイロヒメノカサ 日本（本州）

38 93 時igrocybepantoleuca (Hongo) Hongo シロヒガサ 日本（滋賀）

39 94 Hygrocybe stagni叩 Hongo ヌマキヤマタケ 日本（滋賀）
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40 95 Hygrocybe subacuta (Hongo) Hongo トガリダイダイタケ 日本（小笠原諸島父島）

41 96 Hygrocybe subcinnabαrinα（Hongo) Hongo ヤマヒガサタケ 日本（滋賀・京都）

42 97 H.ア>grocybesuzukaensis (Hongo) Hongo シュイロガサ 日本（滋賀・京都）

43 99 Hygrophorus pinetorum Hongo フユヤマタケ 日本（本州・九州）

44 107 Pyrrhodermαsendaiense (Yasuda) Imazeki ツヤナシマンネンタケ 日本（宮城・新潟・神奈川・
大分など）

45 108局1menogasterρacificusKobayasi サザレイシタケ 日本（東京・京都）

46 112 Crepidotus longistriatus S. Imai ザ、ラミノチャヒラタケ 日本（北海道）

47 113 Crepidotus palmularis (Berk. & MA  Curtis) オガサワラチャヒラタケ 日本（小笠原諸島父島・母島）

Sacc. 

48 114 Crepidotus boninensis (Hongo) E. Horak ＆パライロチャヒラタケ 日本（小笠原諸島母島）
Desjardin 

49 115 Crepidotus subpurpureus S. Ito & S. Imai ムラサキチャヒラタケ 日本（小笠原諸島母島）

50 117 Crepidotus terrestris S. Imai ツチチャヒラタケ 日本（北海道）

51 123 Inocybe quercina Hongo イロガワリチャアセタケ 日本（滋賀）

52 124 Inocybe subvolvata Hongo ツボアセタケ 日本（滋賀）

53 127 Campanella boninensis (S. Ito & S. Imai) Parmasto ムニンチヂミタケ 日本（小笠原諸島）

54 129 Marasmius aurantioferrugineus Hongo カノtイロオオホウライタケ 日本（本州）

55 136 Cya幼usboninensis S. Ito & S. Imai ムニンチャダイゴケ 日本（小笠原諸島）

56 137 Aseroe coccinea Imα：zeki & Yoshimi ex Kasuya アカヒトデタケ 日本（広島・栃木）

57 150 Ramaria campestris (K. Yokoy. & Sagara) ササナパ 日本（九州）
RH. Petersen 

58 155 Lactijluus uyedae (Singer) Verbeken ヒメシロチチタケ 日本（滋賀・京都・大阪）

59 164 Kuehneromyces castaneus Hongo クリイロイチメガサ 日本（滋賀）

60 165 Naematoloma gracile Hongo ニガクリタケモドキ 日本（滋賀）

61 166 Psilocybe subcaerulipes Hongo アイゾメシノτフタケ 日本（本州）
168 ヒカゲ、シビレタケ

62 167 Psilocybefasciaf，αHongo アイセンボンタケ 日本（本州）

63 169 Hygrophorus lilacinogriseus Hongo ウパノカサモドキ 日本（滋賀・埼玉）

64 170 Clitocybe vittati，抑sS. Ito & S. Imai ハチマキイヌシメジ 日本（小笠原諸島母島）

65 172 Cystoderma neoamianthinum Hongo シワカラカサモドキ 日本（兵庫・奈良）

66 173 Poゆolomaboninense (S. Ito & S. Imai) Hongo チチシマシメジ 日本（小笠原諸島）

67 17 4 TricholomaルlvocastaneumHongo ニセマツタケ 日本（本州・四国・九州，徳
之島まで，沖縄は未確認）

68 177 Tricholomo全sisbαmbusi鈍αHongo ヤブアカゲシメジ 日本（本州

69 178 Tricholomopsis sanguinea Hongo ヒメチシオシメジ 日本（京都・奈良・大阪・徳島）

70 179 Tricholomopsis s，αsae Hongo ササアカゲタケ 日本（本州、卜小笠原諸島）

71 180 Pseudotulostomαjaρonicum (Kawam. ex コウボウフデ 日本（熊本・京都・滋賀・愛知・

0句ni)I. Asai, H. Sato & Nara コウボウフデタケ 栃木・茨城・福島など）

*IDは表Sl,S2の作業リスト学名の ID番号に対応
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日本産固有菌類目録の作成に向けて生物多様性データベースを利用した日本固有のきのこリスト作成の試み

海外産が明示されていないものも多数あり，これらにつ

いても今後，同様の調査を行えば，潜在的な日本固有種

は増加するものと考えられる．そのような情報のデータ

ベース化は，今後の固有種の評価のためには意義がある．

しかし固有性であることの主張は，専門家がもっ一定

の見識と経験をもとになされるべきであり，機械的に固

有種としてのレッテルを貼るべきではないと考える．

本調査においては，観察情報（HumanObservation) 

も産出根拠として信頼に足るものとした．しかしながら，

観察情報は，物的証拠を伴わないものであり，厳密には

標本による観察情報の検証が必要で、あろう．また，デー

タベースに登録された産出情報のすべてが十分に信用

に足るものであるとは保証されていないし Unknown

Evidenceや標本についても場合によっては再検証が必

要な場合があると考えられる．そのため，標本に結びつ

いた再検証可能なデータを多く含むGBIFのような集約

的データベースを今後ますます活用するべきである．ま

た，産出国の「IρcalityJが不明なものも海外での産出

根拠として認めたが，他国で採集した標本を保存してい

る場合も想定されることから，今後これらの各データに

ついても詳細なデータの検証が望まれる．

固有種は一定の空間だけに分布するものである．その

一方で，「一定の空間」の定義は任意で，例えば，国境

といった科学的ではないような根拠によって固有種とさ

れるものもありうる．しかし広い範囲に分布する生物

の遺伝的多様性と比較して，限られた空間にだけ分布す

る固有種のもつ遺伝的多様性は他にはない特徴であり，

生物遺伝資源的にも重要な意味をもっ．また，保全政策

などの環境施策がなされるのは国単位なので，実用上は

重要な生物群ということができる．保全生物学的な視点

からは，固有種についての知見は今後も必要である．

謝辞

本調査は，国立科学博物館研究プロジェクト「ホッ

トスポット」の支援をうけて実施されたものである．

摘要

今関・本郷（1987,1989）の菌類図鑑（保育社図鑑）

をもとに，菌類の日本固有性を評価した．収載種に①「固

有種」の既述がある種（182），②海外産出種（815），③

記述なし（2931)を確認し①を調査対象種として，地

球規模生物多様性情報機構（GBIF）データベースで海

外産出性を調査確認したその結果， 109種は固有性に

疑義が呈され， 71種を固有種と判定するのが妥当と考
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えられた
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